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どうで 2011.12.1.
大阪市立科学館研修

電気科学館から科学館へ
ー37年、私が出会った素敵な面々ー

大阪市立科学館

加藤 賢一

山折哲雄氏

私が出会った素敵な面々

 佐伯 恒夫（1916-1996）

 手塚 治虫（1928-1989）

 木津谷 栄三郎（1881-1947）

 西村 真琴（1883-1956）

 湯川 秀樹（1907-1981）

 林 忠四郎（1920-2010）

 中野 董夫（1926-2004）

 南部 陽一郎（1921- ）

 日下 周一（1915-1947）

 川上 音二郎・貞奴

 織田 作之助

 日本人で初めて火星に名前がついた Saheki （2006）  電気科学館の天文職員

名解説者

惑星面の観測で高名

普及書もたくさん

大阪市民文化賞受賞（1973）

 電気科学館職員を伏せてきた事
情

 定年前退職
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 資料２．【４】朝日新聞2006年2月6日大阪本社版投稿欄から

 佐伯先生の名 火星の地名に

 無職 中西 美和子 (大阪市東住吉区74歳)

 大阪市立電気科学館(現・市立科学館)でプラネタリウムの解説をしていたアマチュア天文
家の故・佐伯恒夫さんの名前が、火星の大型クレーターの一つにつけられるという記事を
読みました。私も少女の頃、父に連れられて弟とプラネタリウムを見に行くのが楽しみでし
た。

 戦時色の濃い世の中でしたが、電気科学館だけは美しい夜空を見て夢をふくらませられる
唯一の場所でした。佐伯先生の解説は私たちにもよく分かるように親切な話しぶりで、火星
に力を入れて観測しておられるのが伝わってきました。

 少し赤い星のスケッチも見せて頂きました。天体望遠鏡をのぞく機会はありませんでしたが
、小さなファンのひとりでした。作業服で、腰に手ぬぐいをぶらさげたお姿を尊敬して見てい
ました。

 プラネタリウムがきっかけとなり、弟は空への興味を持ち続けていたようです。やがて、弟
の子どもが大きくなって花を咲かせることになりました。宇宙飛行士の野口聡一です。

 いつか人類は火星へ到達する日が来るでしょう。先生の名前を刻んだ場所が永遠に伝え
られるのを、心からお祝い申し上げます。

手塚
wikipedia

 塩屋天体観測所のページから



3

 プラネタリウム設置案はどこでどうして決った？

一次案 二次案 最終案

決定年月 1933年11月 1935年2月 1935年6月

地階 食堂 同左 一般食堂

１階 市電の店 同左 同左

２階 貸室 弱電無線館 同左

３階 美容室・調理室 電力電熱館 同左

４階 大衆浴場 照明館 同左

５階 大食堂 電気原理館 同左

６階 スケートリンク、

ビヤホール

スケートリンク、

ビヤホール

プラネタリウム

７階 スケートリンク観覧席 スケートリンク観覧席 プラネタリウム、

休憩室、売店

８階（屋上） 遊歩場、眺望場 遊歩場、眺望場 プラネタリウム、事務室

９階（屋上） ---- ---- 遊歩場、眺望場

塔屋５階 防空参考館、防空施設 同左 同左

Wikipedia
学天則の製作者

友の会 前田種子さん

荒俣宏
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阪急曽根駅
市民会館前

帝都物語（1985）

・東京生まれ、青山学院中卒

・阪大物理卒 － 伏見康治
・大阪市大 南部研助手

・中野・西島・ゲルマンの法則
－素粒子統計

・一般相対論

・退官後館長に

・エピソード

●Wikipedia

最後の弟子 保江邦夫
⇒ 斎藤さんの磁石

 天文ファン － 天体望遠鏡を持ち，ちゃんと観望している

 Wikipedia 参照

 自発的対称性の破れ

斎藤さんの磁石

2004年、研究会「星形成・太陽系の起源－京都モデル，その後
の展開と将来展望－」

南部先生との類似と相違
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 加藤のホームページから

 大阪市生まれ、カナダで成長、アメリカで活躍

 オッペンハイマーの弟子、

アインシュタインとも接触、

湯川と同じ中間子を、

戦争中の悲劇（家族）、

親戚との交流、

2011.11.5、小柴・武田講演会

合縁奇縁

一期一会


